
 
◎身の回りで使われている電気について、気づいたこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎私たちが生活の中で利用している電気の多くは、発電所でつくられます。 
 
 
◎電気について疑問に思ったこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜４年で学んだこと＞ 
・回路を流れる電気のことを　電　流　という。 
・電流の大きさが変わると、豆電球の　明　る　さ　や、 
モーターの回る　速　さ　が変わる。 
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＜つくった電気やためた電気が、かん電池の電気と 
同じようなはたらきをするのかいろいろな方法で調べる。＞ 

➀ 手回し発電機に豆電球やモーターをつなぎ、ハンドルの回す 
　速 さ　を変えたときのようすを調べる。 

＜ポイント＞手回し発電機のハンドルの回す向きを決め、一定の速さで回す。 
② 光電池に豆電球やモーターをつなぎ、光電池への 

 光 の 当 て 方 を変えたときのようすを調べる。 
③ 手回し発電機にコンデンサーをつなぎ、電気を　た　め　る　。 
 　コンデンサーに豆電球やモーターをつないだときのようすを調べる。 

＜ポイント＞電気をためるときは、手回し発電機の＋極に 
コンデンサーの＋たんし、－極に－たんしをつなぐ。 

<準備>手回し発電機（出力３V）、豆電球、導線付きソケット、光電池、電灯、スイッチ、コ
ンデンサー、みのむしクリップ付き導線、クリアシート、プロペラ、モーター、工作用
紙、はさみ、ニッパー、セロハンテープ 

・手回し発電機につないだとき 
 ハンドルをゆっくり回す。 ハンドルを速く回す。 

豆電球 明かりがついた。 
 

モーター 回った。 
 

・光電池につないだとき 
 光を弱く当てる。 光を強く当てる。 

豆電球 明かりがついた。 
 

モーター 回った。 
 

・コンデンサーにつないだとき 
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電気は、　つくったり　ためたり　することができる。 
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＜電気はどのようなものに変わる性質があるのか、いろいろな方法で調べる＞ 
①　手回し発電機に、発光ダイオードや発熱を調べる装置などをつなぎ、 

電気は、どのようなものに変わる性質があるのか調べる。 
＜ポイント＞手回し発電機のハンドルの回す向きを決め、一定の速さで回す。 
②　身の回りの電気製品では、電気は、どのようなものに変わる性質が 

あるのか調べる。 
＜注意＞・電熱線は熱くなるので、冷めるまでさわらない。 
　　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
身の回りの電気製品 
電気製品 どのようなものに変えているか 
発光ダイオード 光 
発熱を調べる装置 熱 
照明 光 
テレビ 光、音 
ドライヤー 熱、動き 

せん風機 動き 
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　　　私たちは、電気を  光  、  音  、  熱  、  運 動  などに 

変える道具を身の回りで利用している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実験　＜豆電球と発光ダイオードの点灯時間を条件を整えて調べる。＞ 
①手回し発電機にコンデンサーをつなぎ、電気をためる。電気をためた 

コンデンサーに豆電球をつなぎ、明かりのついている時間をはかる。 
これを繰り返し３回調べる。 
 

＜ポイント＞ 
・手回し発電機のハンドルの回す向きを決めて、一定の速さで回す。 

・電気をためるときは、放電してから、手回し発電機の＋極に 
コンデンサーの＋たんし、－極に－たんしをつなぐ。（３０秒間） 

 
②①と同じようにして、手回し発電機にコンデンサーをつなぎ、電気をためる。 

　電気をためたコンデンサーに発光ダイオード 
をつなぎ、明かりのついている時間をはかる。 
これをくり返し３回調べる。 

　　　　明かりのついていた時間 

 １回目 ２回目 ３回目 

豆電球 ３４秒 ３５秒 ３２秒 

発光ダイオード ３分以上 ３分以上 ３分以上 
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結論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風力発電機を作ってみよう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実験＜　センサー　を使って、　暗い　ときだけ　明かりがつく　ように 
なる照明をプログラミングする。＞ 

① 　回路　を作り、発光ダイオードを点灯させる。 
② 　プログラミングスイッチ　に変更する。（明るさ センサー をつなぐ。） 
③ 　暗い　ときに明かりがつくプログラムを作る。 
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④ 　明るい　ときに明かりが消えるプログラムを作る。 
 

MESH　明るさセンサー​ ​ GPIOブロック（スイッチ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 身の回りでプログラミングが利用されているもの 
 
 
 

 

確かめよう　私たちの生活と電気について、学んだことを確かめましょう。 
① 手回し発電機、コンデンサー、発光ダイオードは電気のどのような性質を 
　利用したものでしょうか。説明しましょう。 
手回し発電機：電気を作ることができる性質を利用したもの。 
コンデンサー：電気をためることができる性質を利用したもの。 
発光ダイオード：電気を光に変えることができる性質を利用したもの。 
②　下の写真は、光電池とモーターを組み合わせたソーラーカーです。 
このソーラーカーは、何が何に変わることで動くか説明しましょう。 
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光が電気に変わり、電気が運動に変わることで動く 
 

学んだことを生かそう 
① 信号機は、電球を使っているものから発光ダイオードを使っているものに変わっ
ています。その理由を説明しましょう。 

　また、雪が多く降る地域では、電球の信号機の場合、雪をとかすことにも役に
立っています。これは電気が何に変わる性質を利用しているのでしょうか。 

＜発光ダイオードに変わっている理由＞　 
電球よりも発光ダイオードのほうが、使う電気の量が少ないので、 
電気を効率的に使えるから。 
＜電球の信号機＞ 
電気が熱に変わる性質を利用している。 
②身の回りの電気製品の動作を下の例にならって表してみましょう。 
＜おしボタン式歩行者用信号機の例＞ 
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